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研究成果の概要（和文）： 

博物学的生薬資料並びに医療文化財に基づくプロファイル情報は、実地臨床使用の根拠を
有し、伝統医療の国際化に伴う材料天然物の有効性・安全性・均一性を担保できる標準化
インデックスであることを示唆した。江戸・享保期の薬種国産化政策の実践例として育種・
栽培されてきた大和芍薬を対象に、網羅的元素分析(メタロミクス解析)とγ線を利用した
メスバウワー効果測定法を構築し、原料生薬の品質が漢方薬(当帰芍薬散)の臨床効果に反
映することを明らかにした。 
 

研究成果の概要（英文）： 
It is important to build modern quality assurance standards for medicinal resources (natural history 

products/crude drugs) based upon ancient wisdom. Identity and quality information on clinical 

application is needed for each individual ingredient and the final products. Our research of new 

standardization concept applying medical analysis (:clinical study, Mössbauer analysis using γ-ray 

and metallomic evaluation) has clarified that Japanese medicinal cultivar of Paeonia lactiflora bred 

on the economic/health policy of Edo shogunate had healing potential for the medical-care. Clinical 

effects of the kampo medicine (Tokishakuyakusan) with Paeoniae Radix reflected the quality of 

medicinal cultivar one. 
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研究分野： 総合領域 

科研費の分科・細目：文化財科学・保存科学 

キーワード：薬用資源、薬史学 

 
１．研究開始当初の背景 

21 世紀における伝統医学のグローバル化
には、異なる伝統・文化間の垣根を越えた
伝統医薬の品質、安全性及び有効性に関す

る現代的標準の構築が必要不可欠である。
「普遍的で検証可能な標準を構築するた
めには何をもって標準とするか？」すなわ
ち、標準化されるべき品質評価のパラメー
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ターの選択は、生薬製剤が本源的に由来す
る伝統的知識に根ざしたものでなければ
ならない。東アジアの伝統医学は、古代中
国を起源としているが、韓国、日本で独自
の医学体系として発展し、それぞれ韓医学、
漢方医学として現代の中医学とは区別さ
れる。同時に中国における治療法もまた周
辺国との文化交流で変化を遂げてきた。多
様な伝統医学背景が国際的標準化を阻む。 

漢方医学の永続的発展には高品質生薬
原料の安定供給が前提である。近年、世界
的な生薬市場の拡大がもたらす薬用資源
（中国、南米など）の枯渇と環境破壊は深
刻で、安定供給の困難が予想される。しか
し、国内では臨床医の 80％が漢方薬を日常
診療に用いるほど普及しているが、安価な
外国産生薬の流通・育種農家の高齢化、薬
価の下落で生薬自給率は低下の一途をた
どっている。医薬品素材としての生薬の確
保は、古来、重要な課題で、その困難さは
現在も変わっていない。 

 

２．研究の目的 

伝統医療文化に根ざした薬用資源(生薬)品
質の国際的標準化を指向し、本草学的検証に
基づく視点から標準生薬標本の定義を明確
にし、微量な貴重標本の非破壊検査・生薬品
質評価法の開発により現存する我国の文化
財的生薬標本資料の普遍性を立証すること
で品質、安全性及び有効性に関する現代的標
準の構築と学術的意義の解明を目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1)本草学的検証：生薬標本のデータベース
化は下記の①～④を解析対象とした現状調
査を行い、附帯される文字情報、保存状態、
形態学的情報を電子化した。 
①大阪大学所蔵歴史的標本：大阪大学医学部

薬学科設置基盤となった大阪薬学専門学
校(1917 年)所蔵の研究・教育標本資料、近
世の欧米の医薬品原料生薬標本、歴代の生
薬学(生薬材料学)教官が蒐集した生薬研
究資料群：中尾万三・木村康一蒐集東アジ
ア市場品、ツムラ研究所製和漢薬標本、独
国メルク社製欧州標本、米国イーライリリ
ー社製標本 

②日本薬局方(初版～第 16改正)収載生薬類 
③奈良県宇陀市の史跡・森野旧薬園創始者森

野藤助（賽郭翁）自筆の「松山本草（全十
巻）」 

④適塾創始 蘭学者・緒方洪庵使用薬箱(大阪
大学所蔵)薬箱の現状調査は、適塾記念会
資料委員会およびその機能を引き継いだ
適塾記念センター資料部会の承認のもと
実施した。 

 
(2)享保期薬種国産化実践例・森野旧薬園(：

薬園)の環境社会学的解析：自然環境を可視
化するため、2010～12 年、薬園(約 11000m2)
において、すべての維管束植物の種類、被度
を調査した。環境社会学的解析は、カタクリ
及びタンポポ属植物を対象とした。 
 
(3)生薬材料品質と臨床効果 

産地・基原植物が異なる芍薬を配合した２種
の当帰芍薬散による治療効果と製剤の品質
特性を比較した。 

 

(4)生薬遺産を対象とする微量/非侵襲的分析
法に基づく生薬品質評価法の開発 

医療文化財的標本中、古今東西で共通する生
薬（牛黄、竜骨、芍薬、鬱金、Taraxaci Radix
等）を対象とし、基原同定に関する非破壊解
析法[ICP-MS を用いた網羅的元素分析(メタ
ロミクス解析)、γ線を利用した Mössbauer
効果測定法、磁気共鳴法(MRI)による顕微イ
メージング測定]の基礎検討と応用について
検討した。 

 
４．研究成果 
(1)生薬標本のデータベース化と医療文化財
的意義の視覚化 
①医療文化財標本(中尾・上海市場品標本、
独国メルク社製欧州標本他 (Tab.1)の調査
解析から、絶滅危惧種を含む高品質生薬の学
術標本資料のリスト化と一部の電子化を行
った。1920～50年に中尾万三・木村康一博士
により蒐集された東アジア生薬標本資料の
電子化及びリスト化に基づき、国内の関連機
関(東大・京大博物館など)との比較実態調査
を実施した結果、阪大の当標本類が唯一その
存在を裏付ける資料であることを明確にし
た。本資料の品質特性は、グローバルに市場
流通する東アジア産生薬の標準化インデッ
クスの客観化の一助であることを示唆し、国
内外の公定書（日本薬局方:初版～第 16改正
他）収載生薬群と合わせて、データベース化
した。 

 
②洪庵の薬箱は全デジタル映像として、5 段
で構成される箱本体、収納物を撮影・記録し
た(約 6000 カット)。内容薬は製剤(丸剤)と
生薬(刻み：3.6～46g)で構成され、薬袋 70
袋中、64種につき内容物を確認した。後者は
外部形態観察から大部分が植物を基原とし、



薬用部位は地上部由来が 1/2 を占める。加工
形態は刻み・薄片であった。動物及び鉱物由
来生薬が計２種存在した。特に、生薬の劣化
は植物由来種に顕著で、虫害が進行していた。
5 段目収納薬の約 35%は虫害による排泄・残
骸物が堆積しており、薬物の形態観察が困難
であった。本調査では、デジタルマイクロス
コープによる計測並びに拡大画像から生薬
資料の劣化状況を詳細記録した。次に、薬箱
に収載された生薬名について、構築した本デ
ータベース(成果１参照)で解析した結果、洪
庵の薬物治療には漢方と蘭方双方の知識が
取り入れられ、日本人に適した医療が展開さ
れていたことを統計学的手法から示唆した。 
 
③大和・大宇陀の森野旧薬園創始者森野藤助
（賽郭翁）自筆の「松山本草（全十巻）」原
色図譜の電子化を完了した(Tab.2)。松山本
草の 1001 品目(702 種)の植物画については、
植物分類並びに本草学的文献から植物同定

を行い、根拠と限界を一覧とした。 
次に、2010～12 年に亘り、薬園(約 11000m2)
を土地利用法により、圃場、草地、森林、庭
園の 4 区分を 15 区画に分け、すべての維管

束植物の種類、被度を調査した(Fig.1)。 
 
現在、二次的自然環境を再現する形式で薬用
種の栽培を継続しており、絶滅危惧種を含む
116科 436種の自生種・栽培種を同定した。 
カタクリは賽郭自筆の松山本草(草下 23 頁)
に精緻な彩色植物図で描かれている。1736年
から 46年間毎年 0.2-11kgの片栗粉を製造し
納付した記録から、当時カタクリが自生し大
量に入手可能であったことが示唆できる。今
回、園内のコドラート調査からも約 13000 個

体が斜面の草地に群生することを確認した。
一方、タンポポ属植物は松山本草(山草・湿
草・毒草 11 頁)に 2 種類が描写され、それら
外 部 形 態 的 特 徴 か ら 在 来 種 タ ン ポ ポ
(Taraxacum japonicum 及び T. albidum)と判
別可能で、当時の存在が示唆される。薬園植
物相調査で採集した検体の遺伝子解析の結
果、周辺地域は外来種型が大半であるのに対
し、園内は採取した検体の 3/4が在来種型で
草地に生えていた。カタクリは長期に亘り人
的撹乱が少なく、生物多様性の保たれた環境
に生息する。また在来種タンポポも人為の影
響が少ない土地に生息することから、薬園で
は自然環境を管理維持することで生物多様
性を維持し(半栽培/半自然)、時代毎の役割
に合わせた薬用種、有用植物による恩恵を受
けてきたと考えられる。 
 
(2) 微量な貴重標本の非破壊検査・生薬品質
評価法の開発 

①国産薬用芍薬(和芍)の高品質性を a)デー
タベースと統計解析の新視点での薬史学的
検討、b)メタロミクスに基づく品質評価、c)
当帰芍薬散(当芍散)を用いた臨床効果解析
を文理融合した最新のマテリアルサイエン
スで展開した。その結果、a)では芍薬が和漢
薬特有の生薬で、汎用性の高い漢方薬原料で
あることを数字で明確に示した。b)では
ICP-MS による網羅的な元素プロファイルか
ら、芍薬市場品の国別産地・遺伝子型の新規
分類法を確立した。和芍品質の均一性が育種
栽培法の選択圧によることを示唆し、園芸種
から代替品の候補を探索・提案した。C)より
和芍および園芸種芍薬粉末で製造した当芍
散は共に鉄欠乏性貧血を改善するが同様で
なく、Mössbauer 効果測定から含有鉄の状態
が異なることを明らかにした(Fig.2)。 
和芍の高品質性を材料品質と臨床薬効の関
連性を初めて示唆し、国産栽培推進策として



薬用と花材利用可能な園芸種を提案した。 
②文化財的標本 Taraxaci Radix (タンポポ属
植物：蒲公英)を対象として、高感度非破壊
解析手法の開発を目指した基礎検討を行っ
た。まず、基原が担保された 1930 年代の生
薬標本類を対象とした確認は、従来の遺伝子
解析法では困難で、経年変化や虫害被害の影
響が考察された。新鮮なタンポポ属植物から
ミクロトーム凍結切片法で作製した内部構
造学的特性について、MRI による顕微イメー
ジング測定と比較検討した結果、根部横断面
に分布する乳管構造が鑑別指標となること
を示唆した。また、新鮮な植物検体の場合、
MRI ではさまざまな断層方向で撮影でき、同
一検体から 2D、3D 画像化が可能であった。 
 
③臨床経験知に裏付けられた医療文化財的
博物学資料標本（動物及び化石由来生薬）を
インデックスの具現化対象とした。日本薬局
方(:JP)適合品及び 1960～2008年蒐集以前の
医療文化財的博物標本医療用竜骨資料(30 品
目)について、形態学的解析の結果、哺乳類
基原の化石骨であると同定できた。破砕され
た竜骨 JP 適合品の一部に、化石歯・竜歯が
混在することを発見し、竜歯のエナメル質や
象牙質の微細構造解析より、基原動物種(ウ
マ科、サイ科等)を明らかにした。更にエナ
メル質表面上の鋸歯構造の鑑別から肉食動
物由来竜歯の存在を初めて確認した。 
次に、JP竜骨配合漢方薬(桂枝加竜骨牡蠣湯)
において、竜骨由来成分溶出は、無機元素が
1/50～1/100、有機成分は検出感度以下のご
く微量であった。しかし、メタロミクス及び
メタボロミクス解析を用いた網羅的分析結
果、竜骨の有無は漢方薬全体の溶出成分プロ
ファイルに影響することを示唆した。 
 
④動物性生薬「牛黄：ウシ胆石」は希少かつ
高価で、偽物や人工品が多く流通する。そこ
で中国市場品並びに本学所蔵の生薬資料標
本を対象として、コヒーレント放射光を用い
た非侵襲的測定により牛黄の分光学的特性
を検討した。牛黄は年代や種類に関わらず、
テラヘルツ領域に明瞭な吸収バンドを持つ
スペクトルを初めて観測できた。10 – 30 cm-1

のスペクトル波形は、天然品と人工牛黄で異
なっており、検体を非侵襲的に測定できる本
法の医療文化財応用への可能性を示唆した。 
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